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町の将来を左右する総合開発地 

赤池町は、既にご存知のとおり自主財政再建中 

で、財政健全化計画にそって経費の抑制や借金財 

政からの脱却に懸命の努力を続けています。 しか 

し、町税や地方交付税などの一般財源の自然増は 

期待できず、今年も非常にきびしい財政運営にな 

ることが予想されます。 
町財政立て直しのため現在、総合住宅団地の分 

譲に着手しています。 これは、瀬ケ谷、二反ケ浦 

地区の開発で、昨年 

より民間会社がすで 

に宅地の売り出しを 

始めていますが、田丁 

も今年2 月から一般 

公募により78区画を 

個人へ宅地分譲を開 

始する予定です。 （ 

申込要領など詳細は 

2 月号広報紙に掲載 

します。） 

11月末日住民登録 0 

（前月比） 
口 9. 658 ( +5 ) 

4.601( +5 ) 
5.057（ 土0 ) 

帯 3. 172( +6 ) 

上野橋上空から望む赤池町総合開発地 
昭和57年8月29日撮影、中央に町民会館、右 
に町民グランド、上に整備中の赤池町総合住 
宅団地が見える。左右に走るのは、国鉄伊田 

線。 

また、今後は、企業誘致による町の発展が大き 

く期待されている現状から、工場団地再造成とこ 

れの完成が急がれています。 企業誘致については 

過去から継続的に関係機関に働きかけをしてきま 

したが、昨年は、議会に工場誘置促進特別委員会 

が設置され、議会、行政を上げてこの取り組みが 

なされています。 再造成については、今年から地 

域振興整備公団で着工される予定ですが、これか 

らは各関係機関にさらに強くお願いして、一日も 

早く当町に企業が導入されるよう積極的な努力が 

続けられます。 

このことが総合住宅団地の開発とあわせて、町 

再建に残された重大な問題であり、この地区の総 

合開発利用が町の将来を大きく左右するものとな 

っています。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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赤
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か
ら
の
脱
却
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懸
命
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努
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・
・
・
 

明
る
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住
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よ
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づ
く
り
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努
力
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池
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選
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管
理
委
員
会
 

香
一
 を
得
か
が
ら
蚕
職
員
一
九
ど
布
り
再
建
団
体
入
 

棒
制
か
ら
の
脱
却
に
懸
今
の
努
カ
を
す
る
決
表
 

町
氏
の
皆
林
に
は
昨
年
に
も
ま
し
て
の
ご
理
樫
 

t
迂
し
で
噺
ど
オ
の
ご
挨
夢
ど
い
た
し
才
す
 

リ
ど
＃
ら
め
ょ
う
赤
子
 

叫
で
あ
り
ユ
ノ
寸
す
 

川
と
ご
協
カ
を
お
願
い
 

勇
 

田
 

浦
 

い
ま
だ
き
ま
こ
ど
に
有
難
ラ
こ
ざ
い
三
し
た
 

れ
ま
す
町
ど
し
す
し
で
 14 

町
議
奏
議
員
の
皆
祥
方
の
全
幅
の
ご
支
榎
 

維
ん
で
新
春
の
 

み
祝
詞
を
「
上
ず
す
す
 

昨
年
中
は
厳
と
敗
武
貸
の
中
町
民
の
皆
林
ず
の
ご
鳴
カ
を
 

本
寺
国
の
行
攻
攻
箪
‘
1
片
い
き
ら
に
厳
し
い
年
に
む
る
ご
思
わ
 

謹
W
貝
み
（
「
ノ
い
十
 

昨
」
斗
は
国
の
叩
外
と
も
に
多
争
多
畢
い
1
中
洋
刈
夢
 

経
済
午
に
ば
少
び
か
ら
で
争
r
t
の
多
活
を
脅
か
し
享
し
た
o
 

今

り

g
ば
こ
の
よ
う
母
状
態
か
ら
一
時
も
プ
イ
く
脱
叩
 

す
る
ょ
う
皆
跡
と
t
に
力
を
ふ
P
セ
努
力
も
い
A
、
た
い
と
 

思
い
ま
す
 

町
識
奏
と
い
た
l
年
ー
て
も
ネ
曽
有
の
 

域
政
そ
磯
を
雫
り
越
え
明
る
く
住
み
よ
い
町
、
ク
く
り
 

に
努
力
を
と
次
、
怠
を
討
た
に
ー
て
い
ネ
ま
ザ
郡
が
た
の
 

ま
ら
ぬ
ご
支
抜
ご
協
力
を
お
題
い
し
よ
す
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、
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●
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味
池
町
議
奏
議
長
姉
田
 

目
力
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町
立
病
院
中
一
医
師
が
就
任
 

演俊雄先生 林顕宗先生 

昨
年
十
二
月
一
日
付
け
で
、
町
立
病
 

院
に
二
人
の
先
生
が
お
み
え
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

は
ま
 

と
し
お
 

漬
 
俊
雄
先
生
（
 47 

歳） 

九
州
大
学
医
学
部
卒
業
。
精
神
神
経
 

医
学
、
病
理
学
、
放
射
線
医
学
に
特
 

に
精
通
さ
れ
た
内
科
医
師
で
す
。
 

は
や
し
 

け
ん
ぞ
う
 

林
 
顕
宗
先
生
（
 47 

歳） 

広
島
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
大
学
皮
 

膚
科
で
研
究
さ
れ
、
国
立
名
古
屋
病
 

院
で
研
修
、
そ
の
後
、
久
留
米
大
学
 

医
学
部
第
一
内
科
に
研
究
生
と
し
て
 

在
籍
さ
れ
た
内
科
医
師
で
す
。
 

お
二
入
の
先
生
は
、
共
に
若
く
、
研
 

究
熱
心
で
、
特
に
地
域
医
療
に
関
心
と
 

理
解
を
持
た
れ
る
優
秀
な
先
生
で
す
。
 

病
院
経
営
に
 

つ
い
て
お
願
い
 

町
立
病
院
の
経
営
は
 
極
度
に
悪
化
 

し
、
多
額
の
赤
字
を
か
か
え
、
財
政
危
 

機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
 

医
師
不
足
に
よ
る
患
者
離
れ
も
大
き
 

な
原
因
で
し
た
。
 

20歳と選挙権 

政治に参加する道を 

大切に 

二
十
歳
に
な
 

る
と
生
ず
る
権
 

利
の
ー
つ
に
、
 

選
挙
権
が
あ
り
 

ま
す
。
わ
た
し
 

た
ち
は
選
挙
権
 

を
行
使
す
る
？
」
 

と
に
よ
っ
て
、
 

国
の
政
治
を
は
 

じ
め
県
や
町
の
 

地
方
政
治
に
参
 

加
す
る
こ
と
に
 

な
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
実
 

際
に
投
票
す
る
 

に
は
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
 

す
る
 
「
選
挙
人
名
簿
」
 
に
登
録
さ
れ
て
 

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
町
内
に
 

住
所
が
あ
り
、
か
つ
三
カ
月
以
上
住
民
 

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の
中
 

か
ら
、
満
二
十
歳
以
上
に
な
っ
た
人
を
 

毎
年
九
月
（
選
挙
が
あ
れ
ば
選
挙
の
直
 

前
）
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。
 

一
度
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
、
住
所
 

を
移
転
し
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
 

変
え
た
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
票
の
移
 

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 
そ
の
ま
ま
 

に
し
て
お
く
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
で
 

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
、
貴
重
な
権
 

利
、
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
 

ま
ず
、
棄
権
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
 

候
補
者
の
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
に
 

は
、
街
角
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
の
 

ほ
か
、
選
挙
公
報
や
街
頭
演
説
、
立
会
 

こ
れ
か
ら
は
、
院
長
を
は
じ
め
、
一
一
 

人
の
常
勤
の
先
生
と
九
州
大
学
医
学
部
、
 

久
留
米
大
学
医
学
部
か
ら
の
派
遺
の
先
 

生
が
た
に
よ
る
医
師
団
の
充
実
に
よ
っ
 

て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
良
い
医
 

療
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 み
な
さ
ん
に
町
立
病
院
を
利
用
し
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
院
収
人
 

も
増
え
、
財
政
再
建
の
一
翼
を
担
っ
て
 

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

職
員
も
一
生
け
ん
め
い
再
建
に
努
カ
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
、
町
立
病
院
の
利
 

用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

議会だよ‘) 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

な
ど
二
議
案
を
可
決
 

十

一

月

臨

時

町

議

会

 

昭
和
五
十
七
年
第
九
回
十
一
月
臨
時
 

町
議
会
が
、
十
一
月
ニ
十
二
日
行
わ
れ
 

次
の
二
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
 

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

〇
昭
和
五
十
六
年
度
繰
越
明
許
事
業
公
 

営
住
宅
建
設
事
業
大
浦
団
地
（
一
工
区
 

二
工
区
）
新
築
工
事
 

法
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
予
定
価
格
 

の
金
額
が
一
工
区
、
二
工
区
と
も
三
千
 

万
円
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

な
お
、
十
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
 

入
札
の
結
果
、
第
一
工
区
に
つ
い
て
は
 

小
正
建
設
。
第
二
工
区
は
柴
政
建
設
が
 

そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
、
い
ず
れ
も
三
月
三
 

十
一
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
 

▼
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
四
十
億
 

三
千
二
百
九
万
九
千
円
に
、
歳
入
歳
出
 

そ
れ
ぞ
れ
八
千
四
百
五
万
円
を
追
加
し
、
 

総
予
算
は
、
四
十
一
億
千
六
百
十
四
万
 

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

補
正
予
算
の
内
容
は
、
地
域
振
興
整
 

備
公
団
へ
売
却
し
た
、
赤
池
工
場
団
地
 

の
調
整
池
設
置
で
、
公
団
と
の
協
定
に
 

も
と
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

な
お
、
こ
の
工
事
の
施
行
に
あ
た
り
、
 

工
期
と
し
て
六
月
頃
と
な
る
見
込
み
で
 

す
か
ら
、
継
続
費
を
設
定
し
て
施
行
し
 

ま
す
。
 

県
知
事
に
病
院
 

の

現

状

を

訴

え

る

 

町
立
病
院
運
営
特
別
委
員
会
 

十
二
月
九
日
、
町
立
病
院
連
営
特
別
 

委
員
会
（
井
上
牛
之
助
委
員
長
ほ
か
九
 

人
）
は
、
直
接
亀
井
福
岡
県
知
事
へ
町
 

立
病
院
の
現
状
を
訴
え
、
財
政
援
助
や
 

町
立
病
院
の
県
営
移
管
、
県
立
病
院
の
 

設
置
な
ど
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

席
上
、
知
事
は
、
 

「
公
立
病
院
の
経
 

営
は
ど
こ
も
き
び
し
い
状
態
で
す
が
、
 

筑
豊
地
区
、
赤
池
町
の
現
状
は
よ
く
わ
 

か
り
ま
し
た
。
 
さ
っ
そ
く
衛
生
部
に
検
 

討
さ
せ
、
善
処
し
た
い
己
と
回
答
し
ま
 

し
た
。
 

【県知事（中央右）に陳情する委員会の 

みなさん】 

演
説
会
、
政
見
、
経
歴
放
送
な
ど
が
あ
 

り
ま
す
。
 

ご
存
知
で
す
か
 

『
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
』
 

次
の
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら
従
来
の
 

「
全
国
区
」
選
挙
（
比
例
代
表
選
挙
と
 

改
称
）
に
適
用
さ
れ
る
新
し
い
選
挙
制
 

度
で
す
。
 

当
選
人
の
決
定
等
は
、
ま
ず
、
各
政
 

党
等
ご
と
の
得
票
数
に
応
じ
、
ド
ン
ト
 

式
（
各
政
党
等
の
得
票
数
を
1

、
2
、 

3
、 

の
整
数
で
順
次
割
り
、
そ
の
 

商
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
定
数
に
達
 

す
る
ま
で
配
分
す
る
方
式
）
で
、
各
政
 

党
等
に
議
席
を
配
分
し
、
次
に
、
各
政
 

党
等
が
あ
ら
か
じ
め
順
位
を
付
し
て
選
 

挙
長
に
届
け
出
た
候
補
者
名
簿
に
従
っ
 

て
、
上
か
ら
順
に
数
え
て
配
分
議
席
に
 

達
す
る
ま
で
の
者
を
当
選
人
と
す
る
方
 

法
で
行
い
ま
す
。
 

候
補
者
名
簿
を
届
出
で
き
る
政
党
等
 

は
①
五
人
以
上
の
衆
、
参
議
員
を
有
す
 

る
②
最
も
近
い
時
期
に
行
わ
れ
た
衆
議
 

院
総
選
挙
・
参
議
院
通
常
選
挙
で
有
効
 

投
票
の
四
％
以
上
の
得
票
を
得
た
③
参
 

議
院
通
常
選
挙
に
十
人
以
上
の
候
補
者
 

を
立
て
る
 

の
い
ず
れ
か
の
条
件
 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

有
権
者
は
、
候
補
者
の
個
人
名
で
な
 

く
、
政
党
等
の
名
称
を
書
い
て
投
票
し
 

ま
す
。
（
従
来
の
「
地
方
区
」
選
挙
は
「
 

選
挙
区
」
 
選
挙
と
名
称
が
変
わ
る
だ
け
 

で
、
投
票
は
今
ま
で
ど
お
り
候
補
者
名
 

で
行
い
ま
す
。
）
 

『 

和
名
 
睦
月
（
む
つ
き
）
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
の
人
々
 

が
、
互
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
こ
 

と
を
略
し
た
も
の
。
 

1
日
（
土
）
 

元
旦
 

初
詣
で
 

2
日
（
土
）
 

初
荷
 
書
始
め
 
初
夢
 

3
日
（
日
）
 

赤
池
町
成
人
式
（
協
器
邑
 

4
日
（
火
）
 

ご
用
始
め
 

6
日
（
木
）
 

小
寒
 

7
日
（
金
）
 

七
草
 
健
康
の
日
 

8
日
（
土
）
 

学
校
始
業
 

9
日
（
日
）
 

下
田
川
四
カ
町
連
合
消
防
 

出
初
め
式
（
認
赫
m

) 

10 

日
（
月
）
 

第
7
回
は
た
ち
の
献
血
 

（
器
ま
で
）
 

11 

日
（
火
）
 

鏡
開
き
・
蔵
開
き
 

15 

日
（
土
）
 

成
人
の
日
 

お
年
玉
つ
き
 

年
賀
は
が
き
抽
せ
ん
会
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

16 

日
（
日
）
 

や
ぶ
入
り
 

17 

日
（
月
）
乳
児
保
育
相
談
（
聖
鷺
智
世
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
講
）
 

19 

日
（
水
）
 

三
種
混
合
（
喫
鷺
線
世
 

21 

日
（
金
）
 

大
寒
 
初
大
師
 

24 

日
（
月
）
 

全
国
学
校
給
食
週
間
 

25 

日
（
火
）
 

初
天
神
 

26 

日
（
水
）
 

文
化
財
防
火
デ
ー
 
国
民
 

体
育
大
会
冬
季
大
会
 

27 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
難
諮
謙
）
 

28 

日
（
金
）
 

初
不
動
 



(5) 第240 号 昭和58年1月1日 け
 

、 広 報 あ か し 第240 号 昭和58年1月1日 
、一 か

 
あ
 

口
反
 

キ
干
 

広
 

新郎 立花敏魔 さん 

（赤池町市場 23歳） 

新婦 白川千春 さん 

（赤池町市場 23歳） 

だいじようぶですか 

あなたの家庭の防火対策 

は禁物 町立病院で防火訓練を実施 

V ▽ V V V V V V 

,, 

'‘なれ’'“あせり 

十
二
月
七
日
、
町
立
病
院
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

病
院
ニ
階
の
炊
事
場
か
ら
出
火
、
現
在
延
焼
中
と
 

い
う
想
定
で
、
田
川
地
区
消
防
本
部
金
田
分
署
長
、
 

竹
本
恵
氏
率
い
る
ポ
ン
プ
車
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
車
も
加
 

わ
り
、
入
院
患
者
さ
ん
の
避
難
誘
導
訓
練
や
放
水
訓
 

練
、
消
化
器
の
使
用
訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
 

訓
練
で
し
た
。
 

囲

上

手

に

 

圏

 

歳
を
と
る
べ
く
 

池
田
一
歩
 

私
も
五
十
歳
は
と
っ
く
に
過
ぎ
、
昔
 

風
に
い
え
ば
、
初
老
の
域
に
足
を
歩
み
 

人
れ
た
こ
と
に
な
る
。
若
気
の
た
め
と
 

は
言
え
随
分
と
行
き
過
ぎ
も
演
じ
、
今
 

に
し
て
思
え
ば
、
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。
 

か
つ
で
出
光
佐
111
翁
が
い
、
わ
れ
た
言
 

葉
に
、
人
は
六
十
歳
ま
で
は
夢
の
よ
う
 

に
、
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
去
る
。
 
人
生
 

は
六
十
歳
か
ら
が
本
番
で
あ
る
と
言
わ
 

れ
た
こ
と
の
記
憶
が
あ
る
。
ち
な
み
に
 

翁
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
七
日
、
九
 

十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
 

自
由
主
義
の
世
の
中
で
、
物
は
有
り
 

余
る
ほ
ど
店
頭
に
あ
ふ
れ
、
金
さ
え
出
 

せ
ば
、
お
お
よ
そ
欲
し
い
物
は
F

に
入
 

る
ご
時
世
で
、
そ
れ
だ
け
に
生
き
方
の
 

選
択
に
迷
い
、
難
し
い
面
が
あ
る
。
む
 

し
ろ
不
自
由
な
世
の
中
と
さ
え
思
え
る
。
 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
4
 

、

ー

？

 

「俺の子どもを産むか」 と プロポ 

ーズ。「まるい家庭にしたい」 とい 

うのは良く気のつく奥さんです。 

野球チームができるく らい子ども 

がほしいと言うご主人は、とでも 

やさしいご主人です。 

青年の船で中国へ 

昭和58年度日中友好「福岡県青 

年の船」 の団員を次のとおり募集 

しています。 

レ訪問地／中華人民共和国（上海、 

杭州、天津、北京） 

ン日程／昭和58年5 月17日～5 月 

30日 （14日間） 

ン応募資格／〇一般団員・・‘満20歳 

以上28歳未満の男女0班長…満 

27歳以上35歳未満の男女（いず 

れも昭和58年1月1日現在）以 

上の人で、将来職場、青年団体、 

地域において活発な活動が期待 

される人 

レ参加費用／8万円（班長は免除） 

レ応募締切／1月20日まで 

レ問合せ 

ン問合先、申込先／町教育委員会 
合4 100 ノ 

× 

△ △ △ △ A △ △ △ スノーケル車で屋上から 

避難 

12月4 日 上野小路で物置きを全焼 

少
年
の
頃
は
一
日
と
早
く
大
人
に
な
 

り
た
く
思
う
。
 
そ
れ
は
や
り
た
い
こ
と
 

が
沢
山
あ
る
か
ら
で
、
逆
に
年
を
と
る
 

ほ
ど
に
心
身
共
に
衰
え
、
少
年
た
ち
と
 

違
っ
て
将
来
に
対
し
て
年
と
共
に
不
安
 

が
募
る
。
い
た
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
 

る
が
 

。 

し
か
し
、
年
を
取
っ
て
か
ら
で
も
、
 

楽
し
め
る
よ
う
な
も
の
は
身
に
つ
け
て
 

お
く
べ
き
で
、
そ
れ
も
出
来
る
だ
け
若
 

い
内
か
ら
心
が
け
て
い
た
方
が
、
老
後
 

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
。
 

幕
末
の
儒
者
佐
藤
一
斉
の
「
言
志
四
 

わ
か
 

録
」
 

の
一
節
に
 
『
少
く
し
て
学
べ
ば
壮
 

に
し
て
成
す
あ
り
、
壮
に
し
て
学
べ
ば
 

老
い
て
衰
え
ず
老
い
て
学
べ
ば
死
し
て
 

朽
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
 

思
え
ば
、
社
会
制
度
等
も
敗
戦
の
頃
 

に
較
べ
れ
ば
今
昔
の
観
が
あ
る
。
我
わ
 

れ
の
老
後
は
、
そ
れ
ほ
ど
お
金
の
事
に
 

つ
い
て
は
、
び
く
び
く
し
な
い
で
よ
さ
 

そ
う
だ
。
 

よ
く
年
寄
り
が
パ
チ
ン
コ
店
に
出
人
 

台

所

が

火

元

ー

ー

 

そ

の

大

半

は

天

ぷ

ら

火

災

 

“
天
ぶ
ら
火
災
‘
（
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
 

が
揚
げ
て
い
る
最
中
に
、
火
を
つ
け
た
 

ま
ま
 
「
ち
ょ
っ
と
台
所
を
離
れ
た
」
 
ス
 

キ
に
起
き
て
い
ま
す
。
 

「
ち
ょ
っ
と
の
 

間
だ
か
ら
 

」 
は
火
事
の
も
と
、
台
 

所
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
と
め
 

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

油
な
べ
に
火
が
入
っ
た
ら
あ
わ
て
ず
 

に
、
ガ
ス
を
止
め
、
ふ
た
を
す
る
か
、
 

大
き
め
の
布
を
ぬ
ら
し
て
手
前
か
ら
覆
 

い
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
ま
た
消
化
器
で
 

、 

油
に
直
接
噴
射
す
る
と
油
が
飛
び
散
っ
 

て
危
険
で
す
。
一
度
な
べ
の
壁
面
な
ど
 

に
当
て
て
泡
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

煙
に
よ
る
死
者
が
 

火
傷
を
上
回
る
？
・
 

火
災
時
に
発
生
し
た
煙
は
、
毎
秒
三
 

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
で
上
昇
し
ま
 

す
。
横
へ
の
広
が
り
も
秒
速
〇
‘
五
か
 

ら
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
と
、
煙
の
動
き
は
 

意
外
に
速
・
い
の
で
油
断
は
禁
物
で
す
。
 

煙
か
ら
避
難
す
る
に
は
、
で
き
る
だ
 

け
低
い
姿
勢
で
、
ぬ
ら
し
た
ハ
ン
カ
チ
 

や
タ
オ
ル
を
鼻
と
口
に
あ
て
、
深
い
呼
 

吸
は
し
な
い
で
、
素
早
く
安
全
な
と
こ
 

ろ
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。
 

あわてないで 

念
願
の
 

V
l

達
成
ク
 

第
 11 

回
町
民
バ
ド
II
、
ン
ト
ン
大
会
 

十
一
月
二
十
一
日
、
町
民
会
館
と
市
 

場
小
学
校
体
育
館
で
第
十
一
回
町
民
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
か
ら
、
小
学
生
、
中
学
生
、
 

青
年
、
婦
人
、
壮
年
が
二
人
ず
つ
ペ
ァ
 

ー
を
組
み
、
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
。
白
 

熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
成
績
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
十
一
支
所
B

は
、
日
ご
 

ろ
の
猛
練
習
が
実
り
、
念
願
の
初
優
勝
 

に
輝
き
ま
し
た
。
 

な
お
、
十
四
支
所
と
九
支
所
A

で
三
 

位
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
四
対
一
で
十
四
 

支
所
が
三
位
と
な
り
ま
し
た
。
 

り
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
が
、
み
す
 

ぼ
ら
し
く
見
え
る
。
長
い
人
生
を
経
験
 

し
た
者
と
し
て
は
衿
持
が
な
い
と
思
う
。
 

人
の
幸
の
感
じ
方
は
幾
通
り
も
あ
り
、
 

ど
れ
が
良
い
と
、
に
わ
か
に
は
決
め
に
 

く
い
。
 

幸
い
私
は
、
若
い
時
か
ら
俳
旬
に
親
 

ん
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
物
を
作
る
 

事
は
楽
し
み
な
も
の
で
幸
と
思
っ
て
い
 

る。 老
後
の
生
き
甲
斐
と
し
て
、
今
後
も
 

俳
旬
を
作
り
続
け
て
行
き
た
い
と
思
う
。
 

初
鴨
や
心
は
老
い
て
な
る
ま
じ
く
 

一
歩
 

つ
 

れ
 

づ
 

れ
 

に
 
⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

〇
義
歯
出
来
て
外
は
小
春
の
日
は
な
ご
む
 

〇
義
歯
出
来
て
謡
本
手
に
す
文
化
の
日
 

〇
初
冬
や
我
が
誕
生
会
に
謡
せ
り
 

〇
室
半
ば
冬
日
射
し
こ
み
老
い
坐
せ
る
 

〇
神
の
旅
福
智
の
峰
に
薄
日
さ
す
 

〇
冬
ぬ
く
し
姥
の
手
作
る
草
履
は
く
 

き
・
ヤ
 

〇
脚
た
つ
た
て
立
木
の
手
入
れ
冬
ぬ
く
じ
 

/ 
n月例会 

『写団ファミ 

〈今月の優秀作家〉 

一席 岡部日出朗 

三席 戸塚栄太郎 

〈対外活躍者〉 

＠筑豊美術展 

〇直方商工会議所会頭賞 

バドミントン大会決勝トーナメント 

11支所B 

「 

弐
 
f又
 
折
 

4
！ 

ー

 11
 

支
所
B
 

1
一

3

1

 
14
 

支
 
所
 

L
 

1 

町
営
伏
原
 

支
 
所
 

9
支
所
B
 

9
支
所
A
 

9
支
所
に
 

敵
な
し
（
男
子
）
 

女
子
は
伏
原
 

第
 18 

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

十
二
月
五
日
、
同
じ
く
市
場
小
学
校
 

体
育
館
と
町
民
会
館
で
第
十
八
回
町
民
 

ー
 

11月12日、午前7時から町民 

会館で会員8 人が出席し、作 

品145点の合評をしました。 「
 

1
ノ
 

ニ席 三宅 嘉ー 

四席 光井 英一 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

男
子
は
、
九
支
所
、
十
支
所
板
屋
団
 

地
連
合
チ
ー
ム
、
十
一
支
所
が
参
加
、
 

九
支
所
は
、
主
砲
黒
土
選
手
の
活
躍
に
 

よ
り
、
無
敵
の
五
連
覇
に
輝
き
ま
し
た
。
 

二
位
は
、
十
支
所
板
屋
団
地
連
合
チ
 

ー
ム
で
し
た
。
 

女
子
は
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
。
今
大
 

会
か
ら
猿
畑
チ
ー
ム
が
新
規
に
参
加
し
 

接
戦
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
プ
 

レ
ー
に
勝
る
伏
原
チ
ー
ム
が
三
連
覇
を
 

飾
り
ま
し
た
。
 

バレーボール大会 

女子決勝トーナメント 

三宅さんの作品《かえり道》 

J 

三宅 嘉一 

作 
太田 勝正 

岡部日出朗 

唯
 

〇入 選 
戸塚栄太郎 

永尾 富男 

光井 英― 

⑥アサヒフォトコンテスト金賞 

三宅 嘉一 
原 


